
青
葉
が
繁
り
、
境
内
は
例
年
と
変
わ
ら
な
い

初
夏
の
風
景
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が

世
界
中
に
広
が
り
、
感
染
の
恐
怖
に
社
会
全

体
が
疲
弊
し
て
い
ま
す
。

天
台
宗
で
は
「
忘
己
利
他
・
一
隅
を
照
ら

す
」
を
旗
印
に
、
心
を
合
わ
せ
て
力
を
一
つ

に
邁
進
し
、
こ
の
事
態
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ

う
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
境
内
の
掃
除
を

し
て
い
る
と
、
密
を
避
け
な
が
ら
、
お
参
り

に
来
ら
れ
る
方
を
お
見
か
け
し
ま
す
。
ご
本

尊
様
・
ご
先
祖
様
に
手
を
合
わ
せ
、
生
か
さ

れ
て
い
る
事
に
感
謝
を
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
終

息
を
願
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
心
の
萎
縮
も
大
き
な
問
題
で

す
。
今
ま
で
と
異
な
る
生
活
を
強
い
ら
れ
、
失
っ
た
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
時
間
を
手

に
入
れ
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
、
我
々
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
冷
静
に
な
り
、

約
束
事
を
守
り
、
他
を
敬
い
、
一
人
一
人
が
出
来
る
こ

と
を
実
践
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
「
一
隅
を
照
ら
す
」
こ

と
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
と
お

会
い
出
来
る
日
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

例
年
通
り
の
お
参
り
や
ご
先
祖
様
の
ご
供
養
を
受
付
て
お
り

ま
す
。
叶
わ
な
い
方
は
ご
忌
憚
な
く
ご
相
談
下
さ
い
。

住
職

拝
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今
年
も
境
内
に
鯉
の
ぼ
り
を
あ
げ
ま
し
た

「
妖
怪
ア
マ
ビ
エ
」

ア
マ
ビ
エ
は
江
戸
時
代
末
期
に
肥
後

国(

現
熊
本
県)

に
現
れ
た
と
さ
れ
る
半

人
半
魚
の
妖
怪
で
す
。
「
疫
病
が
流
行

す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
私
の
姿
を
描
い
た

絵
を
人
々
に
見
せ
よ
」
と
伝
え
、
海
へ

消
え
た
そ
う
で
す
。
ア
マ
ビ
エ
の
絵
は

当
時
の
瓦
版
で
多
く
の
人
々
に
伝
播
し

ま
し
た
。
当
寺
の
掲
示
板
に
載
せ
た
所
、

反
響
が
大
き
く
、
そ
の
様
子
は
中
外
日

報
（
５
月
８
日
）
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
（
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
）

夏
の
施
餓
鬼
会
の
執
行
に
向
け
て

開
催
が
心
配
さ
れ
る
恒
例
の
施
餓
鬼
会
で
す
が
、
意
義
と
し
て
、
餓
鬼
の

救
済
を
し
、
現
世
で
の
利
益
を
頂
く
こ
と
で
す
。
歴
史
的
に
み
ま
し
て
も
京

都
の
大
火
事
や
応
仁
の
乱
な
ど
災
害
や
疫
病
流
行
の
際
に
修
さ
れ
て
い
る
伝

統
的
な
法
要
で
す
。
未
知
の
ウ
ィ
ル
ス
の
終
息
を
願
い
、
ま
た
非
常
事
態
だ

か
ら
こ
そ
、
ご
先
祖
様
へ
の
ご
供
養
は
欠
か
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

事
態
推
移
を
注
視
し
、
ど
の
よ
う
な
形
で
の
執
行
が
良
い
の
か
を
判
断
し
、

追
っ
て
郵
便
に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
施
餓
鬼
法
要
に
お
い
て
の

塔
婆
の
申
し
込
み
は
例
年
通
り
お
受
け
い
た
し
ま
す
。
（
７
月
発
送
予
定
）

塔
婆
の
裏
に
は
梵
字
で
オ
ン
ボ
ッ
ケ
ン
と
記
し
ま
す
。
こ
の
地
を
浄
め
る

と
い
う
意
味
で
す
。
一
刻
も
早
い
終
息
を
願
い
皆
さ
ま
で
建
立
頂
け
ま
し
た

ら
と
存
じ
ま
す
。

福昌寺公式ホームペー

ジが完成しました
fukushouji.net

検索

当
山
で
の
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防
対
策

※
５
月
８
日
現
在

①
お
線
香
の
授
与
は
玄
関
の
外
と
な
り
ま
し
た
。
受
付
所
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

②
法
事
の
際
は
風
通
り
の
良
い
本
堂
か
ら
直
接
出
入
り
し
て
頂
き
、
マ
ス
ク
を
着

用
し
、
席
の
間
隔
を
広
く
と
っ
て
行
い
ま
す
。
（
除
菌
ス
プ
レ
ー
常
備
）

③
法
事
後
の
お
斎
（
後
席
）
は
間
隔
を
広
く
と
り
３
密
を
避
け
て
行
い
ま
す
。
ご

希
望
で
代
わ
り
と
な
る
お
持
た
せ
（
お
弁
当
）
の
手
配
を
受
付
て
お
り
ま
す
。

④
ご
先
祖
様
の
年
回
忌
法
要
を
変
わ
ら
ず
に
受
付
て
お
り
ま
す
が
、
諸
事
情
で
叶

わ
な
い
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

⑤
状
況
に
合
わ
せ
変
更
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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令
和
の
始
め
に
麗
ら
か
な
法
要
無
事
円
成
す

昨
年
の
旧
歴
の
花
ま
つ
り
（
５
月
12
日
大
安
）
に
、
一
昨
年
か
ら
仏
師
の
林
雄
一

師
に
修
復
を
依
頼
し
て
い
た
釈
迦
如
来
像
の
勧
請
法
要
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
当
日

は
本
堂
か
ら
溢
れ
る
程
の
方
に
お
参
り
頂
き
ま
し
た
。
多
く
の
ご
縁
に
支
え
ら
れ
て

障
り
事
な
く
当
会
を
執
り
行
え
た
こ
と
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
堂
内
に
お

参
り
の
際
に
は
是
非

手
を
合
わ
せ
下
さ
い
。

南
無
帰
命
頂
礼
大
恩

教
主
釈
迦
牟
尼
如
来
。

次

第

先
、
入
堂
讃

次
、
導
師
登
礼
盤

次
、
唄

匿

次
、
散

華

次
、
対

揚

次
、
表

白

次
、
造

仏

次
、
和

讃

次
、
諸
天
讃

次
、
般
若
心
経

次
、
後

唄

次
、
導
師
降
礼
盤

法要を終えて記念写真

東山田 正福寺住職 奥村良玄師と中野島

觀音寺副住職 塚田亮文師にご出仕頂きま

した

諸
天
讃
（
声
明
）
、
釈
迦
如
来
誕

生
和
讃
詠
歌
の
間
に
は
林
師
に
誕

生
仏
の
造
立
を
し
て
頂
き
ま
し
た

光明会館では「点描曼荼羅でアート」！講

師は林OJAS聖子さん。今年も計画中です！
客殿では「円空仏彫刻にチャレンジ！」が林師の

もと開催されました

修
復
さ
れ
た
釈
迦
如
来
像
。
作
は
千
七
百
年
頃
と
推
定
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山
内
短
信

■
客
殿
が
椅
子
席
に
な
り
ま
し
た
。
足
の
心

配
な
く
お
休
み
下
さ
い
。

■
春
と
秋
の
彼
岸
会
の
開
始
時
刻
が
十
一
時

か
ら
十
時

に
変
更
に

な
り
ま
し

た
。
中
日

に
塔
婆
の

開
眼
を
し

て
お
り
ま

す
。
ご
先

祖
様
に
建

立
下
さ
い
。

■
林O

J
A
S

聖

子
さ
ん
に
よ

る
点
描
曼
荼

羅
会
を
開
催
。

子
ど
も
も
大

人
も
楽
し
め

る
会
と
な
り

ま
し
た
。
点

描
と
は
字
の
如
く
点
を
打
ち
描
く
こ
と
を
言

い
ま
す
。

■
毎
年
恒
例
の
花
ま
つ
り
経
典
読
誦
会
を
開

催
。
今
年
の
ゲ
ス
ト
は
菅
在
住
の
ハ
ー
モ
ニ

カ
奏
者
さ
ほ
ひ
か
る

さ
ん
。
素
敵
な
演
奏

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
の
お
参
り
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
有
り
難

い
こ
と
で
す
。

■
福
壽
院
秀
室
妙
文
大
姉
（
先
代
住
職
内
室

フ
ミ
）
の
三
回
忌
を
無
事
に
営
む
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

■
多
摩
消
防
団
稲
田
分
団
菅
班
の
安
全
祈
願

法
要
を
執
り
行

い
ま
し
た
。

■
神
奈
川
天
台

仏
教
青
年
会
の

山
家
会
が
当
山

会
場
で
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。
山

家
会
と
は
伝
教

大
師
最
澄
様
の

命
日
の
報
恩
供

養
で
す
。

■
境
内
駐
車
場
の
車
止
め
を
整
備
完
了
。
安

全
第
一
で
お
越
し
下
さ
い
。

■
福
昌
寺
精
進
料

理
会
が
二
十
八
回

目
を
迎
え
る
。
十

方
施
主
罪
障
消
除

福
壽
増
長
。

■
坐
り
び
と
・
旬

粥
の
延
べ
参
禅
者

数
は
七
百
八
十
六

人
。
遠
近
よ
り
お

参
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
坐
禅
後
に
は
季
節
に
ち
な

ん
だ
お
粥
を
召
し
上
が
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

■
円
空
仏
彫
刻
会
の
御
守
り
袋
の
新
色
が
完

成
。
従
来
の
緑
と
茶
の

二
色
か
ら
お
選
び
下
さ

い
。

■
施
餓
鬼
会
厳
修
。
年
々

暑
く
な
っ
て
い
る
気
が

い
た
し
ま
す
。
体

調
に
気
を
付
け
て

お
参
り
下
さ
い
。

■
十
五
夜
坐
禅

会
盛
大
に
開
催
。

今
年
も
筑
前
琵
琶

奏
者
の
藤
高
理
恵

子
さ
ん
を
ゲ
ス
ト

に
迎
え
、
演
目
は

古
事
記
。
五
十
名

程
の
参
加
。
十
五

夜
の
お
団
子
は

格
別
に
美
味
し

い
。
す
す
き
の

ト
ゲ
ト
ゲ
は
邪

気
払
い
。
藤
高

さ
ん
フ
ァ
ー
ス

ト

シ

ン

グ

ル

『
う
た
げ
う
た
』

好
評
発
売
中
。

■
副
住
職
著
書

の
『
簡
単
！
お

寺
ご
飯
』
（
徳

間
書
店
）
が
お
蔭
様
で
重
版
と
な
り
ま
し
た
。

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

■
【
墓
地
の
お
参
り
の
際
の
お
願
い
】

タ
ヌ
キ
に
よ
る
フ
ン
害
や
カ
ラ
ス
に
悩
ま
さ

れ
て
い
ま
す
。
お
墓
参
り
の
際
に
供
え
た
飲

食
物
は
墓
前
で
個
人
を
偲
び
な
が
ら
、
お
召

し
上
が
り
下
さ
い
。
も
し
く
は
全
て
（
空
い

て
い
な
い
缶
、
瓶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
含
む
）

お
持
ち
帰
り
下
さ
い
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
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時
代
に
合
わ
せ
、
お
寺
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
様
々
お
知
ら

せ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
ご
周
知
頂
け

ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
子
年
は
十
二
支
の

始
め
で
す
。
皆
さ
ま
方
の
御
多
幸
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

合
掌

（
副
住
職

記
）

お
塔
婆
に
つ
い
て

年
回
法
要
や
春
・
秋

の
彼
岸
会
、
夏
の
施
餓

鬼
会
に
て
建
立
頂
い
て

お
り
ま
す
。
お
塔
婆
と

い
う
言
葉
は
イ
ン
ド
の

「
ス
ト
ゥ
ー
パ
」
と
い

う
言
葉
の
音
写
で
、
お

釈
迦
様
入
滅
の
際
に
ご

遺
骨
（
灰
）
と
ご
遺
髪

を
細
長
い
塔
の
よ
う
に

し
て
供
養
し
た
も
の
が

起
源
だ
そ
う
で
す
。
時

代
と
共
に
形
式
は
変
わ
り
な
が
ら
、
現
代
に
伝
わ
り
ま
す
。
塔
婆
の
表

に
は
梵
字
で
「
キ
ャ
・
カ
・
ラ
・
バ
・
ア
」
と
書
か
れ
ま
す
。
こ
れ
は

五
輪
と
い
う
古
代
イ
ン
ド
の
万
物
を
構
成
す
る
五
つ
の
要
素
（
空
・
風
・

火
・
水
・
地
）
を
表
わ
し
ま
す
。
余
談
で
す
が
、
剣
豪
宮
本
武
蔵
の
兵

法
書
は
五
輪
書
と
い
い
五
巻
か
ら
成
り
ま
す
。
裏
面
に
は
梵
字
で
オ
ン

ボ
ッ
ケ
ン
と
い
う
真
言
を
書
き
ま
す
。
こ
の
地
を
浄
め
る
と
い
う
意
味

で
す
。
ま
た
、
塔
婆
の
下
端
が
鋭
く
尖
っ
て
い
る
の
は
、
地
に
さ
す
た

め
で
す
。
地
に
さ
す
と
一
年
も
す
る
と
風
化
し
土
と
一
体
と
な
り
ま
す
。

か
つ
て
は
土
葬
だ
っ
た
た
め
、
塔
婆
を
建
立
し
地
を
浄
め
る
と
い
う
供

養
は
事
理
共
に
、
解
り
易
い
形
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

お
寺
離
れ
や
散
骨
と
耳
に
し
ま
す
が
、
こ
の
現
世
で
ど
う
し
よ
う
も

な
く
辛
い
こ
と
が
あ
っ
た
時
に
、
手

を
合
わ
せ
、
す
が
る
こ
と
が
出
来
る

ご
先
祖
様
の
霊
域
が
あ
る
こ
と
は
大

変
有
難
く
心
強
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
も
昔
も
、
そ
し
て
先
々
も
決
し
て

変
わ
る
こ
と
な
く
ご
先
祖
様
の
命
を

頂
い
て
私
た
ち
は
い
る
の
で
す
か
ら
。

個
人
墓

永
代
供
養
墓
受
付
中

個
人
墓
は
大
小
区
画
様
々
を
御
用
意
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
多
種
な
ケ
ー
ス
に
対

応
出
来
ま
す
永
代
供
養
墓
に
関
し
て
も
事

務
所
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

編

集

後

記

◎
第
二
十
九
回
精
進
料
理
会

春
の
筍
の
時
期
に
開
催
予
定
。
（
参
加
費
二
千
円
）

食
事
作
法
「
斎
食
儀
」
読
誦
や
「
洗
鉢
」
を
体
験
し
、

当
山
特
製
の
精
進
料
理
を
召
し
上
が
っ
て
頂
き
ま
す
。

◎
円
空
仏
彫
刻
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
～
御
守
り
袋
に
入
る
千
体
仏
～

次
回
は
二
月
二
日
（
日
）
十
四
時
～

（
参
加
費
四
千
円
）

円
空
仏
の
彫
刻
会
で
す
。
彫
刻
終
了
後
に
ご
希
望
の
方
に
は
開
眼
法

要
（
別
途
志
納
金
三
千
円
）
を
執
り
行
い
ま
す
。

◎
坐
り
び
と
・
旬
粥(

お
粥
と
坐
禅
会)

次
回
は
二
月
十
六
日(

日
）
十
七
時
半
～
（
参
加
費
千
五
百
円
）

坐
禅
止
観
を
し
て
、
季
節
な
ら
で
は
の
旬
の
お
粥
を
頂
く
会
で
す
。

今
回
は
「
春
の
味
噌
粥
」
を
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。

◎
春
彼
岸
会

三
月
二
十
日
（
金
）
十
時
～

先
祖
供
養
を
行
い
ま
す
。
彼
岸
塔
婆
供
養
を
受
付
て
お
り
ま
す
。

◎
花
ま
つ
り

四
月
四
日
（
土
）
十
三
時
～

釈
迦
誕
生
会
と
も
呼
び
、
お
釈
迦
様
の
誕
生
を
お
祝
い
し
、
誕
生
仏

に
甘
茶
を
か
け
ま
す
。
今
年
も
催
し
物
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

◎
施
餓
鬼
会

八
月
六
日
（
木
）
十
五
時
～

先
祖
供
養
を
行
い
ま
す
。
施
餓
鬼
塔
婆
供
養
を
受
付
て
お
り
ま
す
。

◎
十
五
夜
坐
禅
会

十
月
一
日
（
木
）
十
七
時
半
～

本
堂
で
坐
禅
止
観
を
し
て
、
お
月
見
を
し
ま
す
。
（
参
加
費
千
円
）

◎
秋
彼
岸
会

九
月
二
十
二
日
（
月
）
十
時
～

春
と
同
様
。

ご
参
加
希
望
の
方
は
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
ま
す
。

継
続
開
催
行
事
の
次
回
以
降
の

日
程
は
追
っ
て
連
絡
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
年
中
行
事
御
案
内

十五夜の御供物

円空観音像
模刻いただきます

令
和
二
年
年
回
表

一
周
忌

平
成
三
十
一
・
令
和
元
年

三
回
忌

平
成
三
十
年

七
回
忌

平
成
二
十
六
年

十
三
回
忌

平
成
二
十
年

十
七
回
忌

平
成
十
六
年

二
十
三
回
忌

平
成
十
年

二
十
七
回
忌

平
成
六
年

三
十
三
回
忌

昭
和
六
十
三
年

五
十
回
忌

昭
和
四
十
六
年

ご
先
祖
様
の
追
善
供
養
を
致
し
ま
し
ょ
う

2019年掲載紙一覧

・菅社協だよりNo.30（2/1）

・東京天台第47号（春彼岸）
・タウンニュース(4/5)

・タウンニュース（4/26）

・タウンニュース（9/6）

・タウンニュース（9/20）

誌面は客殿入口に置いてあり

ますので来寺の際には是非ご

閲覧下さい。


